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１．はじめに
放射ノイズやアンテナの周波数特性を把握する法とし

て，電磁界シミュレータによる解析がある。シミュレー
， ，タを活用すれば 実際に試作してから測定するのに比べ

時間とコストの削減が可能となる。今回は，電磁波エプ
ロンと タグについて電磁界シミュレータ解析を試みIC
たので報告する。

２．電磁波エプロンの解析
2.1 電磁波エプロンの解析モデル

X:1000mm,Y:1000mm,Z:1000mm X=0解析空間を とし，
の 面上に × の電磁波エプロンを設定YZ 600mm 400mm

1mm 1.37e+7した。エプロンの厚みを とし，導電率σを
とした。エプロンから距離 の位置に励振点を置500mm
き， の正弦波を入力した。図１に解析モデルを2.4GHz
示す。エプロンの周囲で電界強度にどのような変化が起
きるか解析した。

図１ 電磁波エプロンの解析モデル

2.2 電磁波エプロンの解析結果
図２に解析結果を示す。図は 平面を見たものであYX

る。エプロンの右側から電磁波が到達し，エプロンで遮
蔽されている。エプロンの上下より電磁波が若干回り込
んでいるのが分かる。

図２ 電磁波エプロンの解析結果

３． タグの解析IC
3.1 タグの解析モデルIC
図３のように，解析空間を とX:10mm,Y:10mm,Z:70mm

し， の 面上に × のループアンテナX=0 YZ 70mm 30mm
を設定したルループの間隔は として， の正1mm 2.4GHz
弦波を与えた。２回巻き（Ａ）と４回巻き（Ｂ）につい
て電界強度にどのような変化が現れるか解析した。

図３ タグの解析モデルIC

ICタグの解析結果3.2
図４に解析結果を示す。Ａ，Ｂともに周波数特性は同

じような傾向を示した。ループの巻き数が多い方が強い
電界を生じることが分かる。

図４ タグの解析結果IC

４．今後の展開
今後も様々な事例を解析し，企業の技術相談や依頼試

験などを通じて，県内企業の製品開発などのサポートを
行っていく。
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